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第
２
子
の

認
可
保
育
園
保
育
料
を

無
償
へ

住
民
要
望
と
議
会
論
戦
が
実
現
の
力
に
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品
川
区
新
年
度
予
算
に
計
上

さ
れ
た
住
民
要
望
に
つ
い
て
、

前
回
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
学
校
給

食
費
無
償
化
と
高
齢
者
補
聴
器

購
入
費
助
成
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
週
号
は
前
回
号
以
外
の

住
民
要
望
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方

に
対
象
と
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
お
伝
え
下
さ
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助

成
が
始
ま
り
ま
す

８
０
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人

が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
が
帯
状
疱
疹
で
す
。
主
に
疲

労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
発
症
の

き
っ
か
け
に
な
る
事
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
患
者
が
増
え
て
い
る

と
言
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
と
て
も
高
額
。
ワ
ク
チ
ン

を
希
望
す
る
方
を
は
じ
め
、
地

元
医
師
会
か
ら
も
補
助
の
実
施

を
求
め
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

共
産
党
は
品
川
区
に
補
助
の

実
施
を
要
望
。
全
国
で
も
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
補
助
制
度

が
少
し
づ
つ
広
が
る
中
、
今
回
、

品
川
区
で
も
実
施
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

対
象
、
補
助
額
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

対
象
は
５
０
歳
以
上
の
区
民
。

助
成
額
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
１
回

５
０
０
０
円
を
補
助
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
１
回
１
万
万
円
を

補
助
（
２
回
接
種
分
で
計
２
万

円
補
助
）
。
自
己
負
担
が
約
半

分
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
接
種
す
る
方
が
対

象
で
、
予
診
票
交
付
の
受
け
付

け
は
今
年
４
月
か
ら
。
７
月
よ

り
接
種
費
用
の
一
部
助
成
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

週刊区政報告に対するご意見、ご要望お寄せください バックナンバーはＨＰに掲載

なかつか亮
りょう

新年度予算に計上されました



今
ま
で

認
可
保
育
園
保
育
料
で
す
が
、

現
在
は
国
の
制
度
と
し
て
３
歳

～
５
歳
が
無
償
。
区
の
制
度
で

０
歳
か
ら
２
歳
は
第
２
子
半
額
、

第
３
子
以
降
を
無
償
（
所
得
制

限
あ
り
）
と
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

新
年
度
予
算
で
は
、
区
の
制

度
で
今
年
４
月
よ
り
所
得
制
限

な
し
で
第
２
子
以
降
の
認
可
保

育
園
保
育
料
を
無
償
に
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
品
川
区
は
子
育
て

施
設
の
経
費
が
増
え
て
い
る
事

を
理
由
に
保
育
料
値
上
げ
を
強

行
。
共
産
党
は
「
値
上
げ
は
子

育
て
支
援
に
反
す
る
。
保
育
料

は
引
き
下
げ
、
無
償
化
こ
そ
」

と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を
求
め

る
声
が
広
が
る
中
、
２
回
目
の

値
上
げ
は
中
止
と
な
り
、
そ
の

後
国
の
制
度
で
３
歳
児
以
降
が

無
償
に
。
今
回
は
品
川
区
が
２

歳
児
以
降
を
無
償
と
す
る
も
の

で
す
。

今
後
は
第
１
子
含
め
、
認
可

保
育
園
の
完
全
無
償
化
を
求
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
無
償
化
の
拡

大
に
伴
っ
て
、
認
証
保
育
所
の

保
育
料
助
成
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
へ
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

誰もが暮らしやすい社会へ

区営住宅の対象に同性カップルを追加

第
２
子
保
育
料
無
償
へ

認
証
保
育
所
も
助
成
拡
充

なかつか亮の駅前宣伝 火曜日朝７時半～大井町駅、金曜日朝７時半～西大井駅、土曜日夕方４時～大井町駅

スタッフ募集：区政報告を駅前宣伝で配布して頂ける方を探しています。少しの時間だけでも助かります。

LGBTなど性的マイノリティについて、権利擁護や差別

禁止を求める声が大きく広がっています。共産党は性的指

向や性自認で差別されることなく、だれもが暮らしやすい

社会へ、ジェンダー平等社会を強く求めてきました。

新年度予算及び関係条例の改正で、区営住宅や高齢者住

宅などの公営住宅の入居対象に、東京都パートナーシップ

制度の証明書を所有する区民も対象に加えることになり、

同性カップルも可能になります。

今後は公営住宅の増設とあわせ、民間住宅でも誰もが暮

らしやすい社会へ力を尽くします。 なかつか亮

なかつか亮 １９７５年西大井生まれ／４７歳／伊藤小、冨士見台中、農大一高卒／イタ

リア料理厨房６年／２７歳初当選／区議５期／予算・決算委員会副委員長を経験、現区民

委員会委員長／党区議団前幹事長／家族：妻／２９号線取消裁判原告／趣味：旅行


